
九州体育・保健体育ネットワーク研究会  

宮崎チキン南蛮ラウンド 

 

【期 日】 

〇 令和８年１月２４日（土）午後２時から５時まで 

【場 所】 

〇 宮崎県教育研修センター 研修ホール  １２名 

〇 Ｚｏｏｍでのオンライン         ４名 

【内 容】 

〇 取組発表 

「ひなたの学びの推進に向けた本県の取組 

～体育・保健体育の授業実践を通して～」 

  宮崎県教育委員会 スポーツ振興課 財津 吉正 指導主事 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ワークショップ 

「３つの資質能力を育む単元構造図の検討」 

桐蔭横浜大学 佐藤 豊 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎県の体育・保健体育の授業充実に関する取組と

して、小学校の体育専科教員の加配措置、体育振興指

導教員等の小学校派遣、学校体育実技サポーターの派

遣、宮崎県学校体育研究発表大会の開催、授業づくり

研修会の実施についての取組発表であった。また、「ひ

なたの学び」の説明の後、学校の先生方に「ひなたの

学び」の視点による授業改善を促すことを目的とし

て、令和６年度に立ち上げた「授業力アッププロジェ

クト協議会」での実践事例の紹介があった。このよう

な取組等を通して、県内各学校の児童生徒や先生方に

も、「ひなたの学び」という言葉が浸透してきたことを

感じているところだが、今後も授業づくり研修会の充

実を図りながら、「ひなたの学び」を推進する必要があ

ると考えている。県全体で取り組むことで、「未来のみ

やざきの創り手」の育成につなげたい。 

 

 

 

オンラインの参加者も含めて、４グループ

に編成し、単元構造図の検討をおこなった。

どのグループも活発に意見交換ができてい

た。また、グループ毎の発表もあり、たくさ

んの意見や考え方を知ることができ、とても

充実したワークショップとなった。 



〇 まとめ   

東京国際大学 木原 慎介 准教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 全体所感 

          

 

 

 

 

               

 

文責 宮崎チキン南蛮ラウンド実行委員会事務局  五十嵐 舞 

最後に、参加者の皆さんより感想を述べていただき、佐藤先生にまとめていただきました。 

楽しさを深く味わうために、自分が満足できるところまで楽しさをもっていけるかが、最終的

な生涯スポーツのゴールとなる。そのためには、学習指導要領にある３つの資質・能力をバラ

ンス良く育成することが大切であること、12 年間の系統性、発達の段階を踏まえて、指導内

容を体系化していくことの大切さについて話をいただいた。大変充実した会となりました。 

ＩＣＴは使えばいいというもの

ではない。今までできなかったこ

とを、ＩＣＴを使ってできるよう

になったということが重要。この

ように考えていけば、体育におけ

る個別最適化の可能性は、十分に

あるのではないか。 

日常を俯瞰することで抽象的に

なるが、俯瞰して現場で実践する

ことを繰り返すことが大事であ

る。 


